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住民が安心して住み続けられるための地域医療を！

地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会

News
2024.6.28.FRI No.195

STOP！県立精神医療センター富谷市移転
知事定例記者会見同時刻：県庁前スタンディングアピール

〝村井知事！私たちの声を聞いて！〟

6月24日（月）村井知事定例記者会見にあわせて、ユーザーズアクション呼びかけの県庁前アピー
ルスタンディング“村井知事！私たちの声を聞いて！”が行われ20名が参加しました。
先週県議会で＜分院以外の対策を「多角的視点で検討」している＞知事答弁を受け、「これ以上、

私たちを苦しめないで！」と訴え、県市協議の内容にも触れた怒りの声が次々続きました。
参加者のリレートークではのべ12人が発言。反対運動の代表者や精神医療ユーザー、家族などが

次々発言。県･市両議員も参加し県議会や郡市長の発言を巡る市議会の状況などが報告されました。
集会最後に「私たち抜きに私たちのことを決めるな！」等アピールコールを行いました。

＜県知事会見＞ 迷走 村井知事「患者ファースト」という言葉を使いだし…。
同時刻で行われた村井知事会見では「患者ファースト」という言葉も飛び出し、県立精神医療セン

ター富谷市移転発表後、二転三転そして四転する方向性が示されるなど、この間、県事務方との懇談
で得た「現分院案は最終的提案」旨の発言さえ覆される状況になっています。
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宮城県知事記者会見
（2024年6月24日）

「仙台医療圏の病院再編について」
https://youtu.be/YImUySV24Yw?si=1yh5JaQJ5Al2wosJ&t=367

● Q／ 先週の県議会の答弁で、精神医療センターのサテライト案についてのやり取りの中で、サ
テライト案を引き続き検討しているという答弁に続いて、なお、より柔軟かつ多角的な検討もすると
いうような答弁があったが、これはどういうことか伺う。

■ 村井知事／ そのように職員に今指示をしているということです。まだこういうふうになったと
いうことではないですけれども、その質問に答える前の質問に答弁したように、まずはしっかり患者
目線で、患者ファーストで考えようと。ただ、患者さんは精神的な疾患をお持ちの方ですので、なか
なか自分の意思を正確に伝えることは難しいでしょうから、患者さんと日々接している精神医療セン
ターのスタッフの皆さんの考え方、声をしっかり聞いてほしいということが一つ。

それから、二つ目は、とはいえ、これがいいといっても、一緒に合築をしてくださると言っている
東北労災病院さん、協力をしようと言っておられる東北労災病院さんの考え方に合わなければ、うま
くいかなくなってしまいますので、いろいろな案が出てきたら、その案を東北労災病院さんとよく話
をして、これならば一緒にやっていけるという形になってから、だんだん表に出していきましょうと
いう話をしています。

その際に、私としては、こうしよう、ああしようというようなことではなく、まずは多角的に柔軟
に考えてほしいと。もう今の案しか駄目だとか、今の案で何が何でもということではなく、今の案も
いい案だと思うので、今の案をベースにしながらでもいいですが、取りあえずいろいろ幅広によく考
えてくれと。そういう予算を2月議会で認めてもらっていますので、その予算をしっかり有効に活用
してほしいと指示をしているということです。それで、今、当然いろいろな案を考えながら、精神医
療センターや東北労災病院さんといろいろキャッチボールをし合っているというような感じです。

● Q／ 答弁だと、サテライト案の内容をあらためて検討しているというような、サテライト案につ
いては候補というか案が三つあって、それでどれがいいかみたいな話でやり取りをされていると思う
のだが、それに併せてという形で、より柔軟かつ多角的というふうな答弁の仕方だったので、その柔
軟かつ多角的という言葉の射程というか範囲というか、あくまでもサテライト案の中で、サテライト
案という枠組みは崩さずに、その中で柔軟に多角的に考えるということなのか、その枠もある意味飛
び越えて柔軟かつ多角的なのか、そこはどうか。

■ 村井知事／ それは飛び越えていいとか悪いとか、そんなことは指示していないです。サテライト
案というのをまず出しましたと。ただ、それだけに拘泥しなくていいという言い方をしているという
ことです。ですから、職員がかなり幅広にいろいろ考えてはいますけれども、それ以外の案を考えろ
という具体的な指示を出しているわけでもないということです。

● Q／ 確認だが、逆に、サテライト案にこだわる必要もないという、拘泥する必要もないというこ
とか。

■ 村井知事／ 先ほど言ったように患者ファースト、そして東北労災病院さんとよく話をして、それ
で皆さんが納得できるような案があるかないかということをよく考えてほしいと。サテライト案とい
うのは一つの案としてありますので、まずはそれも大切にしながらいろいろ考えてほしいということ
です。

● Q／ 同じ質問だが、答弁の、ちょっと言葉遊びかもしれないが読み解くと、理由として、拠点が
二つに増えることによる経営面というのと、あと人材配置の問題というふうに二つ挙げていらっしゃ
ったと思うが、やはり精神医療センター側から示されている懸念というのは、やはり分院という物理
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的に二つになるという、本院と分院になるということの懸念というのが一番大きく寄せられているの
か。

■ 村井知事／ そうですね、精神医療センターのスタッフからは、やはり二つに割ることによって、
まず病院内の患者さんの負担というのもありますが、やはり病院の負担です。体力的な面、病院とし
ての体力ですが、これがかなり苦しくなるということは大きな課題として挙げられているのは間違い
ないと思います。

● Q／ その柔軟かつ多角的にというのに至った考え、何でそういう考えに至ったかという理由な
のだが、最近の動きでいうと、やはり精神医療センター側との協議ぐらいしか目立って大きいのは多
分なかったと思うが、やはりその中でそういう不安が寄せられたということなのか。

■ 村井知事／ そうですね、何回か意見交換をしている中で、私ではなく担当の職員がいろいろ話
をしている中で、やはりそういう声が大きかったということです。報道のとおりです。

● Q／ 仙台市との協議も進んでいたと思うが、それが与えた影響というのはあるか。

■ 村井知事／ これも、この間も報道があったように、仙台市ともいろいろすり合わせはさせてい
ただいています。仙台市は、精神医療センターだけではなくて、仙台赤十字病院と東北労災病院が富
谷と名取に出るということを前提に話をしておりますので、どちらかというと仙台市との協議は、精
神科救急というよりも、宮城県全体の、仙台医療圏内の救急、これを中心に話をしていると捉えてい
ただければと思います。
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⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus

（注／報道記事転載の為、組織内資料扱）

【病院再編】村井知事
精神医療センター移転巡り仙台市の病院負担増を指摘

郡市長の「反対」受け
https://news.ntv.co.jp/n/mmt/category/society/mmd9286c57aacf46de84f6a5377993eb72

2024年6月20日 ミヤギテレビ

郡仙台市長が県立精神医療センターの富谷市への
移転に「反対」を表明したことに対して、村井知事
は移転が実現しない場合、将来的に精神病床を持つ
仙台市内の病院の負担が増えていく可能性を指摘し
た。

県の病院再編計画では、老朽化が進む青葉区の東
北労災病院と、名取市の県立精神医療センターを富
谷市へ移転、合築し精神医療センターについては名

取市に分院を置く計画となっている。

17日の仙台市議会で郡市長は、精神医療センターの移転で患者の治療が中断されることへの懸念
などから公の場では初めて明確に「反対」を表明していた。

20日の県議会の一般質問で、村井知事は県立精神医療センターを移転せずに名取で建て替えた場
合、今後高齢化に伴って精神医療センターの患者が成人病やがんなどの重い病気を発症した場合、仙
台市立病院など仙台の精神病床を持つ病院の負担が増えていく可能性を指摘した。

村井嘉浩知事
「富谷に精神医療センターを持って行って労災病院とくっつけることで大きなメリットは、例えば仙
台市立病院の負担が軽くなる」

県は精神医療センターを含む病院再編について、今後も各病院との協議を行い基本合意に向けて検
討を進めるとしている。
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2024年6月21日 河北新報

宮城県立精神医療センター移転 村井知事、分院以外の対策を県議会で示唆 「多角的視点で検討」
https://kahoku.news/articles/20240620khn000098.html

宮城県精神医療センター移転に反対
仙台市長の発言、村井知事「相当な覚悟」＜記者手帳＞
https://kahoku.news/articles/20240620khn000101.html
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仙台赤十字病院跡地に回復期病院の誘致を提案 村井宮城県知事
https://youtu.be/6r6uf2CYokY?si=wQbwamO4O1Nt-E-t

2024年6月21日 khb東日本放送

宮城県の病院再編構想について村井知事は、移転
する仙台赤十字病院の跡地にリハビリなど回復期の
患者を診る病院の誘致を提案していることを明らか
にしました。

県は名取市の県立がんセンターと仙台市太白区の
仙台赤十字病院を統合して名取市に、名取市の県立
精神医療センターと仙台市青葉区の東北労災病院を
合築して富谷市に移転する方針です。

県議会一般質問では移転する仙台赤十字病院の跡地利用をめぐり、回復期を担う病院を誘致するこ
とを提案していくべきとの質問が上がりました。

村井知事「民間のものですからああしろこうしろとは言えない。回復期の病床があれば、仙台医療
圏全体で回復期病床が足りないことの解消につながるので非常に望ましい姿だ。（住民から）そうい
う声が多く出ているということは日赤には伝えている」

名取市に計画する精神医療センターの分院をめぐっては、2月までに計3回病院職員と意見交換した
ことを明らかにし、現在具体的な規模や機能を検討しているとしました。

2024年6月23日 河北新報
https://kahoku.news/articles/20240622khn000066.html
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村井知事 “精神医療センター 分院以外の選択肢も含め検討”
https://www3.nhk.or.jp/tohoku-news/20240624/6000027910.html

2024年6月24日 NHK仙台放送

県が進める4病院の再編計画のうち名取市の県立
精神医療センターを富谷市に移転し、分院を名取市
に設ける計画をめぐり、村井知事は、分院以外の選
択肢も含めて検討を進めていることを明らかにしま
した。

県が進める4病院の再編計画のなかで、県は、仙
台市の「東北労災病院」と名取市の「県立精神医療

センター」をあわせて富谷市に移転し、センターの分院を名取市に設ける計画で、センター側に対し
て病床数の内訳などを示した案を提示しています。
これに対してセンター側からは、分院で拠点が増えることによる経営面の課題や人員配置に対する懸
念の声があがっています。
これについて村井知事は、24日に開かれた定例の記者会見のなかで、「今の案にこだわることなく、

患者ファーストで、東北労災病院も含めてみんなが納得できる案があるか多角的かつ柔軟に考えるよ
う指示している」と述べ、分院以外の選択肢も含めて幅広く検討を進めていることを明らかにしまし
た。
また、村井知事は、今月20日に告示された東京都知事選挙についても言及しました。

このなかで、選挙ポスターの掲示板に風俗店の店名などを記載したり全裸に近い女性の画像を載せた
りしたポスターが貼られたことをめぐり警視庁が政治団体の代表や候補者に警告を行ったことについ
て、「選挙は民主主義の根幹で、公職選挙法に違反しなければなにをやってもいい訳ではないと思う
ので、非常に残念に思う」と述べていました。

宮城県立精神医療センターの移転構想
分院設置以外の可能性も 村井知事
https://youtu.be/sIiXDFhrxBI?si=9ZLo2QRXyF7gijyb

2024年6月24日 khb東日本放送

宮城県が進める仙台医療圏の再編構想で、名取市
に県立精神医療センターの分院を置く案について、
村井知事は分院を設置する以外の可能性を明らかに
しました。移転に反対する人からは「建設的な意見
が出てくるとは思えない」と疑問の声が上がってい
ます。

村井知事「私としては、こうしろああしろという
ことではなく、まずは多角的に柔軟に考えてほしいと。今の案しか駄目なんだ。今の案で何が何でも
ということではなく」

県の病院再編構想では、県立精神医療センターを仙台市青葉区の東北労災病院と合築して富谷市に
移転させ、精神医療センターの分院を名取市に置く案が示されています。

村井知事は24日の会見で、柔軟かつ多角的な検討を職員に指示しているとして、分院を設置する以
外の可能性を明らかにしました。

村井知事「患者ファースト。そして労災病院さんと良く話をして、皆さんが納得できるような案が
あるか無いかを良く考えてほしいと、サテライト案は1つの案としてありますのでまずはそれも大切
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にしながら色々考えてほしいと」

理由として、精神医療センター側から拠点を2カ所に分散させることで病院の経営的な負担が大き
いことで、経営的な負担が大きいと指摘されていることを挙げました。

村井知事が分院設置以外の可能性を示したことについて、移転に反対してきた当事者からは疑問の
声が聞かれました。

参加者の1人は、分院は「実現不可能な案」とした上で、分院以外の可能性についても

期待できないとの考えを示しました。

青木もらんさん（仮名）「はっきり言って県は無策じゃないかと私は思っています。ただ、富谷市
に行きたいだけ。建設的な意見が出てくるとは思えませんね」

「サテライト案“以外”も含め検討」
精神医療センター分院は負担が課題 村井知事

https://news.ntv.co.jp/n/mmt/category/society/mmc0035100b6b24f28a56da2f32b8c367b

2024年6月25日 ミヤギテレビ

県が進める病院再編計画は名取市の県立精神医療
センターと仙台市の東北労災病院を富谷市へ移転・
合築する計画。
県立精神医療センターについては、患者らから反対
の声を受け名取市に分院を置くサテライト案を示し
ている。

村井知事は、24日の定例会見で「サテライト案で
は、拠点が増える精神医療センターの経営面やスタッフの負担」などが課題となっているとし、次の
ように述べた。

村井知事
「私としてはこうしろ、ああしろというのではなく、まずは多角的に柔軟に考えてほしい。今の案し
かだめなんだ今の案でなにがなんでもというのではなく、みなさんが納得できるような案があるかな
いかということを よく考えてほしいと。サテライト案は一つの案として ありますのでまずはそれを
大切にしながらいろいろと考えてほしい」

県は、東北労災病院と県立精神医療センターの移転・合築について、今後も協議を継続していくと
している。
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2024年6月26日 河北新報

サテライト案固執せず 宮城知事、県精神医療センター移転で
https://kahoku.news/articles/20240624khn000077.html


